
 

                

 

 

ＣＡＰ
キ ャ ッ プ

（Child Assault Prevention） 

  ＣＡＰは、子どもがあらゆる暴力（虐待・いじめ・誘拐・痴漢など）から 

自分の大切な心とからだを守るために何ができるかを教える教育プログラムです 
 

寄寄寄稿稿稿          ＣＡＰのキーワード   

昨年、本校では６月の「みんなの登校日」の際、５年の保護者が『ＣＡＰあきた』による保護者ワ

ークショップに参加した。その後、７月には５年生児童を対象に子どもワークショップ、夏期休業中
に教職員が教職員対象のワークショップに参加した。 
今年度は１年生の子どもと保護者を対象に行なった。 
１年生の子どもたちは、『ＣＡＰあきた』の就学前プログラムを通して学んでいった。１日目の内

容である権利「安心・自信・自由」を知った子どもたちは、２日目には人形劇を通して知らない人の
暴力から身を守る術を学んだ。①知らない人に声をかけられたら・・・・②逃げるときの特別な声の
出し方・・・等、実際にやりながら体で覚えていった。ＣＡＰのスタッフの柔らかい語りかけや共感
的な姿勢に、どの子も安心して心を開き素直に自分を出していた。「ＮＯ・ＧＯ・ＴＥＬＬ」は低学
年のうちにこそしっかりと身につけてほしいと考える。 
「安心・自信・自由」「ＮＯ・ＧＯ・ＴＥＬＬ」・・・実は４年前、ある会で『ＣＡＰあきた』の方

の講演を聴く機会があり、これらのキーワードとは今回で３度目の出会いになる。 

心の教育や防犯教育が益々重要視されてきている昨今、ＣＡＰの目指すところに共感している一人
である。すべての子どもたちを、危険や恐怖、事故から守り、被害者にも加害者にも絶対させてはい
けないと強く思っている。 
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潟上市立大久保小学校長 三森洋子 

●児童虐待防止推進オレンジリボンキャンペーンへ参加しました● 

平成２０年１１月８日（土）、秋田県子育て支援課主催のオレンジリボン
キャンペーン（於・御所野イオンＳＣセントラルコート）に中央児童相談
所・秋田赤十字乳児院・里親連合会・感恩講児童保育院・聖園天使園など
と共にＣＡＰあきたも参加しました。パネル展示では「ＣＡＰ（Child 

Assault Prevention）の意味」「安心・自信・自由の権利」「ＮＯ・ＧＯ・Ｔ
ＥＬＬ」「ＣＡＰポスター」のパネルを展示し、子どもたちが暴力を受けた
ときに「子ども自身で何ができるか」「そばにいるおとなは何ができるか」

を訴えました。ＣＡＰは子どもたちがいつでも、どこでも、安心して、自
信を持って、自由な気持ちでいてほしいと願っています。そして、子ども
たち自身が自分は大切な子なんだという気持ちで毎日を過ごせるよう祈っ
ています。 



幼稚園に勤めていた頃、仲間と関わる中で「いや」
「やめて」の言葉を教えて来ましたが、今日の研修
を受けて「間違っていなかったなあ・・」と感じま
した。就学前から中学生まで、どの年齢でも起こり
うる事だと思うので年齢に応じたワークショップ
が必要だと思います。（放課後子どもプラン関係者） 

普段子どもを見守る立場で仕事を
しているはずが、子どもにとって大
切なことを見逃していたように思
え、反省させられました。これから
は子どもの心にそった見守りが出
来るよう頑張っていきたい。 
（放課後子どもプラン関係者） 

 
Ｈ２０年度ワークショップ活動報告（12/25 現在） 

大館市立東館小学校（ＰＴＡ）             下浜地区民生児童委員協議会（おとな） 

潟上市立大久保小学校（１年、保護者）         公開おとなワークショップ 

花岡保育所・小・中学校合同研修会（ＰＴＡ）      県教育庁生涯学習課（おとな）                

秋田市立岩見三内小学校（４年、５年、保護者、教職員）  （県北地区、県南地区、中央地区） 

秋田市立河辺小学校（３年、保護者、教職員）      児童虐待防止オレンジリボンキャンペーン参加 

秋田市立城南中学校（ＰＴＡ）             三種町社会福祉協議会（おとな）   

潟上市立出戸小学校（１年、教職員・保護者）      県安全安心まちづくり推進課（おとな）      

北秋田市立前田小学校（ＰＴＡ）             （県内６カ所 現在進行中） 

 

 

      

                        

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

年上の命令とかにしたがっ
ていたけど、ＣＡＰのみなさ
んにおしえてもらって自信
がつきました。（小学５年生） 

親子で話し合う等、子ども
の話を聴いてあげることの
大切さを感じました。私も
ＣＡＰになった気持ちで頑
張ります。（保護者） 

｢CAP あきた｣からのお知らせ   

 活動会員を募集しています。 

メンバーとして参加できる方、あるいは、事務処

理を手伝ってくださる方 など、子どもへの暴力防

止に関心のある方であればどなたでも参加できま

す。ご連絡をお待ちしています。 

CAP あきた事務局 細部あけみ  

TEL 090-4630-9775 FAX 018-879-2869 

ワークショップ参加者からの声 

けんりの安心・自信・自由の３つを
最初に教えてくれました。（中略）
いやな気持ち、こわい気持ち、悲し
い気持ち。いろんなけんりがあっ
て、気持ちの勉強をしました。体を
動かして勉強しました。ＣＡＰあき
たのみなさん、ありがとうございま
した。（小学４年生） 

 
今日から早速「話し
てくれてありがと
う。」と言ってみま
す。（保護者） 

ＣＡＰあきたホームページ http://www.akita-kenmin.jp/cap-akita/ 

 

ぜったい、ふしんしゃについていかない、大
ごえをだすを頭の中に入りました。ふしんし
ゃには名前・じゅう所・電話ばんごうをいわ
ないことをまもります。あんしん・自信・自
由の手ぶりもおぼえてよかったです。あんし
ん・自信・自由をぜったいにわすれません。 
 （小学３年生） 

 
子どもの力を信じて働
きかけていきたいと思
います。ぜひ、子ども
たちに自分も友達も大
切なんだと感じられる
学習を行っていきた
い。（教職員） 

http://www.akita-kenmin.jp/cap-akita/

